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皆様，こんにちは。まず，自己紹介をさせていただきます。私は孫涛と申します。復旦大
学中国歴史地理研究所に所属しております。私のそこでの主な仕事は，中国歴史地理情報シ
ステムのデータ整理のほか，プロジェクトに応じて地理情報のデータベースを作ったり，設
計図を製作したりすることです。
0．研究テーマについて
本日私が報告するテーマは「歴史地理研究における GIS の応用」，副題は「1855 年黄河下
流古河道復元の実践」です。私が現在手がけているのは，清代黄河下流古河道の本流につい
て，様々な年代の様相を復元するというプロジェクトです。1855 年の黄河古河道の復元は，
本プロジェクトにおける初期の基礎的作業とも言えます。
周知のように，黄河は砂の含有量がとても多い河川です。1855 年，銅瓦廂（河南省蘭考
県）で決壊した後，黄河では最後の大きな河道変動があり，その結果，蘇北平原に長さ約
750 km の古河道の痕跡が残されました。この河道変動後，150 年余りの時が経過する間，
一部の地形には大きな変化があったのですが，古河道があった地区は全体的に地面より何メ
ートルか高く，巨視的に見れば，その平面形態は依然としてはっきりと残っています。
今回のプロジェクト全体の研究対象時期は清代で，1855 年の黄河の河道変動を下限とし
ています。黄河がこの流路で最後に形成された河道の復元を通じて，研究対象時期の下限年
代の基本的な状況を把握することができます。そして，これに基づいて，さまざまな歴史文
献の中の図や文字の記載と照らし合わせ，研究対象時期の前期における変化を復元していき
ます。後期から徐々に前期へと溯って作業することにより，この一連の変化の過程を解明し，
最終的には全体の作業を完成させます。このプロジェクト研究の最終的な目標は，『黄河歴
史地図集』の中の黄河下流河道平面変遷図と同じように，古河道の変遷過程を可視化するこ
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とです。
1．清代の黄河古河道の背景について
図 1 は変遷図の一部分を拡大したものです。この図を見ていただければ，年代に応じた
黄河の河道変化の状況がわかります。まず，清代の黄河の古河道の背景を見ていきたいと思
います。現在の中国地図上に，河南省の蘭考県から始まり河南・安徽・江蘇の 3 省を経由す
る「廃黄河」と呼ばれる不連続の河道があります。これが清代の黄河古河道です。この河道
は，おおよそ今日の淮河流域北部にあります。河南省蘭考県北部から南東方向へ向かい，民
権県北部・安徽省碭山県北部・江蘇省徐州市北部・宿遷市南部・淮安市北部を経て，そこか
ら北東方向へ曲がって，漣水県南部・浜海県北部を経由し，大淤尖村から黄海へ入ります。
地図上では，この古河道の大部分は水枯れしていて，点線で示されていますが，淮安市の東
側の一部だけは，まだ水が流れています。
150 年余りが経過し，この古河道だけが廃黄河という名前を留めています。土砂の堆積に
よって高くなった河床が淮河本来の水系を乱し，淮河流域は淮河と沂・沭・泗の 2 つの水系
に分断され，廃黄河の河道の痕跡は，実際に地面から何メートルか盛り上がった「分水嶺」
になっています。その北に沂河と沭河が流れ，南には今日の黄河の本流があります。
2．黄河の水文学的特徴
次に，黄河の水文学的特徴についてお話しします。基本的に，以下のようにまとめられま
す。水が少なく砂が多い，水と砂の分布が不均等，天井川で，洪水災害が頻繁に起こるとい
うことです。黄河の砂の含有量は世界一で，その下流は典型的な懸河，すなわち日本語でい
う「天井川」です。河床が岸辺より高くなっている川です。それを示すのが図 2 です。
図 1　黄河下流河道平面変遷図（部分）
図　例
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黄河下流が天井川になった原因は，砂を多く含んだ河川が，平原に入って河谷が広がり，
落差も小さく，水の流れが緩やかなところに至ると，泥砂が大量に滞積し，河床がだんだん
と高くなり，水位もそれに応じて上がるためです。水害を防止するために両岸の堤防を高く
しても，河床のほうが高くなってしまうのです。黄河下流域は，毎年約 4 億 t もの泥砂が沈
積し，河床も年々高くなっているため，世界的にも有名な天井川となっています。
現在，1855 年の黄河の河道変動から 150 年以上が経過し，本来の景観の大部分は失われ
てしまったのですが，古河道は今でも両岸の地面より何メートルか高くなっているため，標
高データを使って判読することが可能となっています。
3．使用データと参考資料
① SRTM データ
本研究で使用しているのは主に SRTM（Shuttle Radar Topography Mission）データです
が，TM 画像・『中国大陸五万分の一地図集成』・『続行水金鑑』の黄河図・『再続行水金鑑』
の老黄河図などの資料も参照しています。ここで使っている SRTM データは，中国科学院
コンピューターネットワーク情報センターから得たものです。90 m 解像度で，バージョン
は V4 です。
図 3 は，パンクロマティック画像です。図 4 は，画像を重ね合わせた後にグラデーショ
ン表示したものです。図の北のほうが現在の黄河で，南のほうが 1855 年の黄河古河道です。
② TM 映像
TM 画像とは，アメリカの地球観測衛星ランドサット 4・5 号のマルチスペクトラル・ス
キャナー（thematic mapper）が取得した多波長域画像のことです。この研究で使っている
のは，地球観測衛星ランドサット 4 号が 1986～1990 年に取得したデータで，サーバー（glo 
vis.usgs.gov）に登録すればダウンロードすることができます。
図 2　黄河懸河図
開封鉄塔
55 m
13 m
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本研究では TM 映像を使用して，主に標高データと比べています。図 5 はダウンロード
した TM 映像の一部で，それぞれ①微山湖（山東省微山県）すなわち南四湖，②駱馬湖
（江蘇省宿遷市北西），③洪沢湖（江蘇省洪沢県），そして④廃黄河河口の大体の位置です。
③『中国大陸五万分の一地図集成』
次の資料は『中国大陸五万分の一地図集成』（1986-1998 年）です。これは日本の科学書
院が出版した資料で，日本が 1950 年以前に出版した中国大陸地形図のコピーを集めており，
合計 4,000 枚以上の地図を載せています。
今現在，この地図データは，台湾中央研究院の「日本科学書院複刻之中国大陸地図数位化
影像製作専案計画（http://gis2.sinica.edu.tw/map_cm50k/）」でオンライン検索をして入手
① ②
③ ④ ⑤
図 3　パンクロマティック画像
図 4　統合画像のグラデーション表示図
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することもできます。ただ，解像度はあまりよくありませんので，実際に使用しているのは
紙媒体のものです。
④『続行水金鑑』黄河図と『再続行水金鑑』老黄河図
次の資料は，『続行水金鑑』の黄河図と『再続行水金鑑』の老黄河図です。『続行水金鑑』
が扱っている年代は 1723～1820 年で，1855 年以前の黄河の流路の状況を反映しています。
『再続行水金鑑』は 1821～1911 年の期間を扱い，主に河道変動後の状況を表しています。こ
れらの黄河図は，内容は少し簡略でありますが，参考や比較の際に使うことができます。
⑤その他の資料
これまでに紹介した以外の資料は，主に参考や比較に使っています。ここで特に言及した
いのは，黄河に関する檔案です。その中で私が使ったのは「江南省黄河全図」という図で，
同治 7 年（1868 年）の「乾黄河」について記録しています。この図を使用したのは，図中
にたくさんの地名が書き込まれていたからですが，『再続行水金鑑』と比較したところ，地
図 5　TM 映像
①南四湖 ②駱馬湖
③洪沢湖 ④廃黄河河口
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名の数はほとんど変わらなかったため，ここでは『再続行水金鑑』の老黄河図を参照してい
ます。
4．データ処理の方法
① SRTM データ処理
ここでデータ処理の方法についてお話ししたいと思います。まずは SRTM データ処理に
ついてです。処理方法は，主にグラデーションの区分と等高線作成です。研究範囲内の河道
の標高は 0～70 m で，そのうち蘭考から徐州までの標高は 40～70 m，徐州から淮安までの
標高は 14～40 m，淮安から廃黄河河口までの標高は 0～14 m です。実際の作業では，標高
20 m 以下の河床と 20～70 m の河床の分布状況をより詳しく解析するために，5 m 単位と
10 m 単位にそれぞれ区分しました。
等高線の作成については，標高データを利用して，それぞれ 10 m・5 m・1 m 間隔の 3 種
類の等高線分布を作成しています。これらの高低差の状況によって，河床の境界線をさらに
明確にすることができました。
まず，研究範囲内全域を標高の分布によって区分しました。エリア内の標高は，－15～
229 m の間です。標高約 50～60 m と約 15～20 m に区分しました。このほか，主に標高 0～
14 m の部分をそれぞれ区分した図も改めて作成しました。
黄河下流域の標高 0～14 m のところに着目した図の一部分を拡大したものと，標高分布
によって区分した図を比べてみると，河床の境界線がよりはっきりして見えます。図 6 の
ように，縦に並べて比較してみると，もっとわかりやすいと思います。
次に，標高 0～70 m の部分をそれぞれ区分しました。図 7 は前の図の標高約 60 m の部分
に着目したものです。図 8 と比較してみましょう。河床の境界線や中央部分の状態も比較
してみると，中央部分がとても高く盛り上がっています。
次に，10 m・5 m・1 m の 3 種類の等高線を重ね合わせた図 9 を見てみましょう。1 m の
高低差の図の北には，線の等高の痕跡が見えます。これを使って河床の境界線の位置を判読
しています。図 10 は 3 種類の等高線の図を個別に並べたものです。位置の変化を比較して
みてください。
②画像データの比較
ここでは主に TM データの赤外線波長域画像と標高データ画像を比較し，作成した等高
線と合わせることで，赤外線波長域画像が河床境界線を判断する作業にどのような効果があ
123
歴史地理研究における GIS の応用―1855 年黄河下流古河道復元の実践―（孫）
るかを評価検証します。
図 11 は，私が以前，Google Earth の衛星画像に，等高線を使って復元した図を重ね合わ
せたものです。図 12 はそこに TM 映像をさらに重ね，河道の図と河床の図も重ね合わせた
ものです。これらの図を比較してみると，TM 画像の使用は，この問題においてはあまり有
効的とは言えません。図 13 は標高データにそれぞれ 10 m・5 m・1 m の等高線を重ね合わ
せたものです。皆さんにご注目いただきたいのですが，1 m の等高線のものは，境界線がク
レヨンでなぞったようになっています。これらのデータを合わせて使えば，より明確に境界
図 6　標高データ比較図
図 7　標高約 60 m 図
標高 0〜14 m 図
標高分布図
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線を判読することができると思います。
ここで TM 画像と標高データの使用の比較をしてみたいと思います。もっと大きな画像
を使って比較したいと思います。1 つは，1 m の等高距離と標高データを合わせたものです。
図 14 は TM 画像を利用して，水環境を判読するためのものです。この TM 画像が一番はっ
きりと表しているのは現在の水環境ではありますが，最も深い部分である最古の河床の位置
を判読することもできます。
③古地図に見える地名との比較
次は，古地図の使い方についてです。古地図を使うときは，主にそこに記されている地名
を手がかりに，現在の地名や標高データを使って復元した河道・河床の位置等と比較してい
ます。まず，地図中の地名をピックアップして表にします。それから，インターネットの電
子地図を使って，なるべく正確に今日の地名と照合します。そして，地方志などの情報やフ
ィールドで得た情報と合わせて，なるべく図の中で復元します。
具体例をご覧いただきましょう。図 15 は，『中国大陸五万分の一地図集成』の黄崗集の
図の続きの南の部分です。囲っているところを見ると，蔣堤口・侯堤口・朱堤口など幾つか
の地名が見えます。これらは黄河流域の両岸に分布していて，南のほうには姜庵，北のほう
には張老家というところがあります。
図 8　標高 0〜14 m 図
図 9　10 m・5 m・1 m 等高線統合図
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まず，皆さんに微細な地名の情報をお見せしたいと思います。図 16 の地名は現在のもの
です。この地図は河道の外側を示しています。図 17 は，図 16 に先ほどの『中国大陸五万
分の一地図集成』（以下『五万分の一地図』）の地図を重ね合わせたものです。その地名を見
ていただければわかると思います。大体の地名は符合しますが，点線のところだけ合わない，
少し違う地名があります。でも，大体の地名の相対的な位置関係は合っています。そこの地
形に注目していただきたいのですが，黄河が湾曲しています。復元した河道と地形が概ね一
致しているのです。
そこで問題となるのは，姜庵の場所です。『五万分の一地図』に比べ，復元では姜庵から
黄河古河道までの距離が遠くなっています。測量時期による差でしょう。ここに注目して調
図 10　等高線図
図 11　衛星写真と等高線による復元図の統合図
10 m
1 m
5 m
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べる必要があります。等高線の情報を重ね合わせてみました。10 m の等高線の場合は，そ
れほど変化はありませんでした。5 m の等高線の場合も，少し違いは見られるものの，はっ
きりとした変化はありませんでした。しかし，1 m の高低差を見てみると，姜庵の近くに 1
本の等高線が河床の上流から下流にかけて繫がっていることがわかりました。『五万分の一
図 12　図 11 と TM 画像統合図
図 13　標高データと 10 m・5 m・1 m 等高線統合図
図 14　TM 画像
姜
庵
張
老
家
図 15　『中国大陸五万分の一地図集成』（部分）
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姜
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地図』と照らし合わせて見てみると，当時の河床境界線はその等高線のところ，だいたい姜
庵のあたりにあったのではないかと思います。そのため，ここで部分的な修正を行いました。
図 18 の線は，私が最初に復元した河道の線です。図 19 は部分的に修正を加えた後の復元
の全体図です。その形は五万分の一地図の形にさらに近くなっています。以上お話しした方
法で，私は 1855 年の黄河の古河道をこのように復元しました。（図 20）
図 17　図 15・図 16 比較図
姜庵
張老家
図 16　現在地図（電子地図参照）
図 18　初期古河道復元図
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5．まとめ
リモートセンシングデータは，我々が黄河古河道の状況を巨視的に理解することに大変役
立っています。しかし，可視光線の波長域は現在の地上建築物の影響を大きく受けてしまう
うえに，古河道の表層を覆っているものはとても複雑で，赤外線波長域にも少なからず障害
が発生することは避けられません。したがって，標高データを使うことが，境界線を判読す
るのにたいへん有効となるのです。なぜかというと，標高データは主に高さに注目している
ため，上に述べたような障害となる情報を取り除くことができるからです。
標高データを使用する主要な目的は，線状の境界対象を識別することにあります。狭い範
囲内でエリアを分けることにより，一目でわかる効果的な表示ができます。TM 画像は直接
河床の境界線を表すことはできないのですが，植生や水環境に対する影響は今後の研究にお
いて大いに参考にすることができます。
初期の『中国大陸五万分の一地図集成』の地図はとても重要な意義を持っています。河道
形態の変化にしても，村落を単位とする集落の位置を判断するにしても，こうした地図が欠
かせません。それと同時に，初期の河川工事や堤防などの分布を復元する際の参考にもなり
ます。
今回の報告では『行水金鑑』はあまり使っていません。それはなぜかというと，『行水金
鑑』の河川図は地名が簡略で，県以下の地名を特定することができるものがそれほど多くな
図 19　修正古河道復元図
図 20　黄河古河道復元図
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いからです。しかし，参考資料としては大変重要です。河川工事の檔案や地方志と合わせて
考察し，今後研究を行っていく上での主要な資料として使っていきたいと思います。報告は
以上です。ご静聴ありがとうございました。
（スン　タオ　　復旦大学中国歴史地理研究所教師）
コメント①（長谷川順二＝学習院大学文学部助教）
学習院大学の長谷川と申します。既にご紹介いただきましたように，私の研究は，本日孫涛先生が
報告されましたリモートセンシングデータを用いた黄河古河道復元をやっておりますので，コメンテ
ーターとしてお声がかかったと思うのですが，孫先生が清代をやっているのに対して，私は戦国から
前漢，南北朝あたりの古代を中心に復元を行っています。時代的には約 1000 年の差がありまして，
同列に語ってよいものか，ちょっと難しいところではあるのですが，主に黄河変遷史よりもリモート
センシングの方面からコメントさせていただきたいと思います。
孫先生が復元しました清代，1855 年以前の黄河というのは，黄河変遷史の観点で言えば，黄河が
山東半島の南側を流れている，いわゆる黄河南流の最後の時期に当たります。鄒逸麟氏らによれば，
黄河は歴史上，７回の大変動を起こしており，最後の大変動がこの 1855 年の北流回帰になります。
この 1855 年に発生した大変動によって，黄河は北東へと向かって，渤海へ流れる現在の黄河河道に
なります。この黄河河道は，1855 年までは大清河と呼ばれる河川が流れており，この黄河は大清河
の河道を奪って北東へ流れたと言われています。
1855 年以前の黄河古河道の特徴としては，非常にはっきりとした痕跡が現在も残っていると先ほ
ど孫先生の報告にもありましたが，古代黄河の痕跡というのは，その後の古代黄河やその他河川の決
壊，洪水等で痕跡が削られ，特に山東省や河北省などの地域では判別可能な痕跡が現在も残っている
例は非常に少ないです。しかし，この清代黄河古道のいわゆる廃黄河と呼ばれる場所は，以後の黄河
による水害の影響から免れており，比較的良好な状態の痕跡が残っています。現在は黄河の水は流れ
ていませんが，先ほど孫先生が SRTM などを使って紹介しましたように，5～6 km 幅の微高地は現
在でも残っておりまして，その一部分ではまだ水が溜まっている小さな湖沼や，または他の河道の一
部分となっているなど，痕跡を垣間見ることができます。
先ほど孫先生の報告にも挙げられていましたが，黄河は膨大な砂や泥を含むことで有名な河川であ
り，両側に砂泥を堆積させて自然堤防を構築します。この自然堤防を対象としたものがこの SRTM
やランドサットのリモートセンシングデータを用いた地形判読になります。
SRTM を用いた判読では非常にはっきりとした痕跡確認ができることは，先ほど見せていただい
たとおりです。一方で，ランドサットのほうなのですが，これはご本人もおっしゃっていましたが，
余りはっきりと見ることはできませんでした。これに関しては，私も前漢黄河を復元したときに同じ
ような状況になりまして，黄河の痕跡は水平の方向に残るよりも高さのほうに残っているという先ほ
どの孫先生の発言に私も同意します。ただ，これは前漢黄河や清代黄河の特徴でありまして，ほかの
時代の黄河が必ずしもこのような状況にあるとは言い切れないと思います。
リモートセンシングデータは，このように DEM（デジタル標高データ）などを使っていますが，
ほかにも日本が打ち上げた ALOS やそのほかの画像もありますので，それらを利用して水域という
か，土地利用の方面からの分析もできるのではないかなと。例えば現在も水田が残っていたり，畑が
残っていたりもしますが，この畑の区画の形を衛星画像を使って確認できると思うので，その方面か
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らやってみるのはどうかと。ちょっと提案ですけど。
もう 1 つ，リモートセンシングデータと並ぶ重要な情報の 1 つが，『中国大陸五万分の一地図集
成』です。これも孫先生が既に述べていますが，1950 年以前に日本によって作成された地図です。
この地図は外邦図と呼ばれまして，以前は一部の研究者に使用されるのみでしたが，近年大阪大学の
小林茂先生のグループによって研究が進められて，成立過程が徐々に明らかになってきました。それ
によれば，この地図は当時の日本陸軍陸地測量部が作成したものであり，現地に密かに潜入してそこ
で調査を行ったものであるということです。このような過程を持っているため，小村落の地名に結構
間違いが多いんですね。同じ音で違う字があてられていたりするので，そういうところは使う際に気
をつける必要があります。
ただ一方で，この地図に収録される等高線，標高情報などの情報は，現在の中国地図にも収録され
ていない非常に貴重な情報になります。また，中華人民共和国の成立以降，特に 80 年代の改革開放
政策によって，中国各地で農地や土地開発などが進展しましたが，そのため特に黄河下流域では以前
の地形がほとんど残っていないという状況になっています。外邦図には，この開発によって変化する
以前の状態が記録されていまして，今回のような黄河古河道を復元するという研究には最適の地図資
料だと思います。
最後に，孫先生の報告について個人的な感想を述べさせていただきます。3 種類の資料を総合的に
活用した非常に精細な研究であると感じました。特に，外邦図とリモートセンシングデータを直接比
較して，リモートセンシングのみでは確認し得ない情報を復元している点などは，古代を対象とする
私にはまず不可能なことだと思います。今後は檔案資料などを使った詳細な復元を行うとのことなの
で，非常に期待しています。以上です。
コメント②（河野正＝日本学術振興会特別研究員）
皆様，こんにちは。学習院大学の河野正と申します。本日は大変すばらしいご報告をありがとうご
ざいました。私自身は主に 1950 年代の河北省の農村における地域の変容，土地改革や，農業集団化
といった社会主義改造の中で，地域がいかに変容していったかについて研究をしております。そのた
めこのような GIS を使った，いわばハイテクな研究とは僕はちょっと距離があるというか，縁が遠
い人間でもあるわけですが，恐らく近現代，華北農村研究，そして，地域研究の末席を汚すものであ
る私にコメントを依頼されたということは，恐らくそのような地域研究の視点からのコメントを求め
られているのであろうと理解した上で，本日のコメントをさせていただくこととなります。
そのためコメントペーパーをつくらせていただきました。最初に皆様のところにお配りしてあると
思います。本来，恐らくこういうコメントペーパーは，あまり脚注などをつけたりはしないと思うの
ですが，地域研究の中で，GIS などを使った研究にどのようなものがあって，現状がどうであるかを
皆様にお示しする必要とメリットがあるかと思いまして，このようなレジュメになった次第でござい
ます。
地域研究における GIS の利用の例というのは，広く探してみますと，色々とあります。その中で
大きな傾向に分けますと，主に 2 つの方向性が見られると言えるかと思います。1 つがマクロな比較
的広域な視点から地理情報を活用しようという傾向。そしてもう 1 つは，もっとミクロな視点から，
1 つの村落や，小さな地域の中で地理情報を活用しようというもの。そのようなマクロとミクロの 2
つの傾向があると言えるかと思います。
その中で，前者，マクロな傾向の例としまして，ここで挙げましたのがいわゆるフェルガナ・プロ
ジェクトと言われる研究になります。こちらは東京外国語大学の小松久男教授が中心となりまして，
フェルガナ盆地とその周辺を含めたフェルガナ地域を対象とした研究です。フェルガナ盆地というの
は，中央アジアの東部のウズベキスタン・タジキスタン・キルギスタンにまたがっている大きな盆地
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でありまして，古くから穀物・綿花・果物などが栽培される，豊かな農業に恵まれた肥沃な地域であ
ります。このような大きな地域を対象としまして，フェルガナ・プロジェクトでは，各地域の民族構
成，こちら中央アジアでございますので，さまざまな民族が入り乱れた地域となっているわけですが，
民族構成や，主要な農作物などを地図上に情報として落として，地理情報化します。そして，それら
の情報を可視化した上で，さまざまな研究成果を上げているのがこちらのフェルガナ・プロジェクト
になります。
また，比較的ミクロな視点で地域をとらえて GIS を利用している研究としましては，例えば広島
大学のグループによるインド研究などの例があります。こちらも長年にわたってやられていまして，
インドのほぼ全域を対象として，長期にわたって各地の農村で調査を行っています。悉皆調査と言わ
れる，基本的には村の全体を対象とした調査を行って，作物の植え付け面積など，そういった情報を
可視化しています。その中で村落や社会の変容を考察している研究です。
また，同じくミクロな例としまして，東京大学医学部の人類生態学教室による海南島の調査なども
挙げられるかと思います。海南島，中国の南のほうの大きな島ですが，こちらの商品作物の植え付け
面積や，その変遷などを地図に落として可視化して，村落の変容を探っているのがこちらの海南島の
プロジェクトの研究になります。
このほか，南アジア，東南アジアの研究者の多くが GIS という技術を利用して研究を行っていま
す。そして，またここで紹介してきました研究の多くが農村や農業といったものを対象にしているこ
とが 1 つのポイントであると言えると思います。マクロ・ミクロともに，耕地面積や作物の状況など
を地図上に落として可視化することは，GIS の比較的よく見られる研究情報であります。そのため本
日，中国農村を研究対象としまして，また現代の農村社会を主要な関心としている私がこうやってコ
メントの任を担うということは，ある意味では非常に適材適所であると言えるかと思います。
しかしながら，逆にある点では，この役割を担うことが非常に難しいと言えるかもしれないという
ことに準備をしながら気づいていました。それはなぜかという話に移りたいと思います。それは，中
国近現代史研究を取り巻く GIS の現状というものが挙げられるかと思います。これまで本日紹介し
てきました研究の多くは，同じアジアといえども，中国以外が主要な対象の地域となっています。
では，本日準備をするに当たりまして，近現代中国研究において GIS はどのように使われてきた
のかなということをちょっと調べてみようと思い立ちまして，調べてみました。残念ながら，ほぼ皆
無であることが判明いたしました。本日の準備のためにいろいろ探してきたのですが，どうしようか
なということになりまして，例えば先ほど挙げました東大医学部の調査にしても，海南島という中国
の地域を対象としているものでありながら，これ自体かなりレアであるわけですが，内容は人類学的
な調査であったり，経済学的な調査という側面が強くて，歴史研究の調査研究とはかなり毛色が異な
るものであると言えるかと思います。
そこで，ちょっと発想を変えまして，何で中国近現代史に GIS を使った研究がないのだろうとい
うことを考えてみました。幾つかの理由を思いつきました。1 つは，近現代の中国において，十分な
量として信頼に足るだけの統計が非常に少ないことが理由として挙げられるかと思います。例えば中
華民国時期から人民共和国時期にかけても，近代的な統計調査はもともと非常に少なかったという現
状がございます。また，調査をしても，例えば人民共和国時期の人口センサスの例を挙げてみても，
1953 年と 1964 年に全国規模で調査が行われているのですが，その結果はほとんど公表されておりま
せん。つまり，どういうことかといいますと，発表するためというよりも，政府が人民の管理や，徴
税のために行ったという側面が強いため，研究者が十分に使えるデータ化がされていないという現状
があります。
また同時に，我々研究者が中国でフィールドワークを行うことが長きにわたって難しかった状況が
あったことも 1 つ大きな要因として挙げられるかと思います。例えば人民共和国時期の農村について
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聞き取りを行った先駆的な研究としましては，こちらにも挙げたチェン村というとても有名な研究が
あるわけですけれども，これは実際に中華人民共和国で聞き取りを行ったものではありません。つま
り，どういうことかといいますと，華南のとある所にあるとされるチェン村から香港に逃げてきた集
団がいました。その人たちに対して，香港で聞き取りを行って，本にまとめたのがアニタ・チャンら
のグループの研究成果でありますし，『チェン村』の内容になります。つまり，このように逃げてき
た人をアメリカであったり，香港であったり，台湾なり，そういったところで聞き取りをしないと，
中国で聞き取りをすることが非常に難しかったという側面が長くありました。
そしてもう 1 つ，ある種ポジティブな面での要因もありまして，例えばインドや東南アジアの研究
者が GIS という手法を非常に多用して，そして，そこにある種の希望を見出している理由の 1 つと
しては，それらの地域の文字資料が相対的に少なかったという理由があります。当然そうなると，研
究を行う上で文字資料が少ないという不利な点を補うために，聞き取りや，広域調査に基づいた GIS
という手法を使うようになって活用してきたという歴史があります。一方中国は，文字資料が豊富に
存在しておりまして，これは近現代史に至っても同じような傾向であると言えるかと思います。その
ため，この研究者たちが必ずしも GIS といった手法の利用に積極的になってこなかったという側面
があるのではないかなと考えられるかと思います。そのような意味で，本日の孫さんのご研究，そし
て，本日のシンポジウムの意義自体も非常に大きなものであると言えるのかなと思います。
また，我々農村研究者が非常に反省しなくてはならないこととして，やはり日本の中国研究におい
て，農村研究がなかなかメインストリームになってこなかったという側面もあるのかなと思う一方で，
中国国内で農村研究を行う研究者たちも，どうも GIS とか，そういうものに関心が行かずに，違う
方向に進んでいっているような気もいたします。こういった問題については，もうちょっと考えてみ
なくてはいけないことかもしれなくて，なぜそういうふうになっているのかは，今はよくわかりませ
ん。
ここまで述べてきた以上のような状況が背景となりまして，中国近現代史における GIS を利用し
た研究は非常にまれ，少ないと言えるかと思います。とはいえ，このような状況，そして，GIS をめ
ぐる環境は近年変わりつつあるかと思います。例えば近年，中国の農村で，長年手つかずのまま放置
されてきました 1950 年代・60 年代の資料が「発掘」されて，発見され，大学に移管され，そういっ
たものを利用した研究が進められてきています。こういったものは各村の詳細なデータなどを含むも
のであります。また，それだけではなくて，不十分ながらも近年フィールドワークが中国で可能とな
りつつありまして，多くの研究者がそのような手法を利用してきています。ですから，これからはそ
ういった手法を利用することによって，GIS という新しいものを使った中国近現代史研究が進められ
るのではないかなと考えられています。
最後に，本日の孫先生の発表に関連して展望を述べるとともに，簡単な質問をしてコメントにかえ
たいと思います。まず，今回の発表で対象となっていました黄河古河道について，今回紹介された河
南省であったり，安徽省であったり，江蘇省を通る黄河は，南宋の建炎 2 年に起因する道筋になりま
す。ここから 1855 年の決壊まで 700 年余りにわたってここを流れていました。有名な『水滸伝』に
出てくる梁山泊も，ここに川が通っている間だからこそ，あそこにあった訳です。
この地域は，川がなくなった後，川底であったところや，もともと堤防であったところなどをあわ
せて，先ほど 700 何 km という話をされていたかと思いますが，面積としても 2,000 km2 を超える大
きな範囲になります。1990 年代のデータから見てみましても，1,000 万人以上が生活をして，その中
の大部分の人間が農業人口であります。つまり，ここはもともと川底であったというだけではなく，
20 世紀の人間にとっては生活の場所であり，また，農業を行う場所でもあります。一般的に言って，
川底というのは，上流から栄養がたくさん流れてきますので，非常に農業に適しているわけですね。
ここを対象にして研究を行っていた人物として，河南大学の黄以柱教授という人がいました。黄さ
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んは，この地域における土地利用の実態について研究をしていまして，土地の利用が非常に不合理で
あるという結論を導き出し，その上で適切な土地の管理などの政策提言を行っていました。それを踏
まえた上で，最後に質問を行ってコメントの締めとしたいと思います。
ただいま挙げました黄教授の研究は，先生ご自身も認めるとおり，その数値は必ずしも正確なもの
ではありません。また，現在に至るまで非常に時間も経っています。そうなると，現在 2013 年とい
う視点から，GIS という技術を使うことによって，衛星写真などの地理情報を使うことによって，こ
れらのある種正確な数値を導き出すことによって，このような研究をある種補充し，また捉え直すこ
とが可能となるのでしょうかという質問が 1 つです。
そしてもう 1 つ，今回の発表で取り上げられました黄河の移動という問題は，局地的に見れば，そ
して，周辺の農民にとってみれば，耕地の増減を意味する非常に大きな問題になるわけですね。伝統
社会末期，そして，近代初期の華北というのは，非常に人口増，そして，それに伴う農業用地の不足
が社会問題となっていました。その中で，土地が減った・増えたということは非常に大きな問題であ
ると言えるかと思うのですが，例えば土地が増えたとなると，外から人が流れてくることが想像でき
るわけです。人が流れてくるというのも，恐らく 1 ヶ所からではない。そうなると，そういった情報
を整理して，どのような人間がどれくらいの人数，この地域に流れてきて，溢れてきたかということ
を地理情報として可視化することにより，新たな地域像，社会像を考察していくことができるのでは
ないでしょうかという質問に代えさせていただきたいと思います。雑駁なコメントとなりましたが以
上です。どうもありがとうございました。
コメントへの回答（孫涛）
ご質問ありがとうございます。まず土地の使用面積数値の復元の問題について，現段階ではまだそ
れほど深く考察できておりませんが，GIS の手法を使って，先ほど申し上げたような入手可能な過去
の資料全てと照合させれば近い数値を復元することができるのではないかと思います。しかし，絶対
的な数値の復元はちょっと難しいでしょう。それに，黄先生の研究と合わせて検証する必要もありま
す。
私の研究は，例えるなら，1 枚の地図を描くにはその前に描く範囲を決めなくてはならないように，
現在取り組んでいる 1855 年の復元を先に行い，資料を参考にしてそれと近いところから徐々に時期
を溯って描いています。こうした基礎的作業を通して，黄河の両岸がどのように変化していったのか
判断することができると思います。20 世紀になって黄河の堤防の外側に住んでいた人々がどういう
わけか内側へ移り住むようになったということも，とてもおもしろい社会現象で，研究する価値があ
ります。以上です。
